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８月２６日に発明クラブ員新規３５名、継続３２名、
指導員１４名が２台のバスに分乗し、日東電工豊橋事業
所とスズキ歴史館の見学に行きました。 

発明クラブ工場等見学会
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発明クラブホームページ：http://www.t-hatu.jp     発明クラブ事務局：info@t-hatu.jp 

 日東電工で作られている粘着テープやフィルムがどこでどのように使わ
れているのかなどの説明を受け、実際にテープを切る作業を体験させていた
だきました。 

 歴史館の中では館長さんに１時間ほど新車が作られる工程を詳しくお話していただき、その後、
自分達で興味をもったところを見学しました。スズキの工場がある世界の国々のクイズに挑戦する
子、実際の車に乗って模擬運転する子、スズキ自動車の歴史を探る子など、もの作り日本の技術を
学習しました。 

 ゲーム機やパソコ
ン、屋根の防水、海
水を飲み水に変え
る、こんなところに
までテープやフィル
ムが使われていると
は知らなかった。 

 テープを切るとき、
きちんと切れないと
不良品になってしま
う。一番細いのは 0.8
ミリ 
機械も精密さが要求
されるんだろうな。 

 国内だけでなく、
世界にも工場があ
るし、環境のことも
考えている会社だ
から、大きくなった
ら、働いてみたい
な。

衝 突 し た
とき、車内の
安全を考え
た実験を繰
り返しやっ
ているので、
安心だ。 

デ ザ イ ン
も、コンピュ
ーターでや
るのでアイ
デアがすぐ
にいかされ
ていくんだ。 

 車作りの工程でアイデアを出してから完成までにすごく
苦労していることがわかりました。今まで、何も考えずに
乗っていましたが、多くの人たちの思いがこもっていてび
っくりしました。社長さんや働いている人たちが開発を重
ね、ここまで進歩してきたので、もの作りの大切さや楽し
さ、苦労がわかりました。  
おとなになったらスズキの車に乗りたいと思いました。 
クイズや３Ｄが楽しかったのでまた、家族で来たいです 

Ｍ（マテリアル）Ｒ（リサイクル）Ｃ（センター）
いらなくなったフィルム、粘着テープのすみっこなどを分別して新しい商
品（人工芝、エコバッグ、食器など）にすることに力を入れています。 
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